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総合情報基盤センター・デジタル・アーカイブスとデジタル・ミュージアム 
              総合情報基盤センター 教授 高井 正三 
 
 専門図書館協議会から機関誌「専門図書館」の Jul. 2015 に“デジタル・アーカイブの最前線－知識・文化・感
性を消滅させないために（時実象一著，講談社[1]）”の紹介記事を書く機会があり，その記事の最後に「私はこの
本によって，デジタル・アーカイブ作業がより標準化し，普及することを願うと共に，我が国が世界に冠たるデ
ジタル・アーカイブ立国の一翼を担っていくことを望んでいる．」と記した．筆者は既に 3 年間以上，この職場の
デジタル・アーカイブスを進めてきたが，一人では時間が足りないのを痛感している．本稿では，Web「総合情
報基盤センター・デジタル・アーカイブス ITC Digital Archives」上に，永久に保存し，残したい代表的な資料，
写真，ソフトウェア，ハードウェア，Web Pages，ITC Way および電子書籍を紹介する． 
 
１．ITCDA に永久保存したい資料 
1.1 残したいマニュアル類 
 1980 年頃，マサチューセッツ工科大学（MIT）
に在外研究員として行っておられた地球科学
科の川崎一朗助教授から頂いた MULTICS シ
ステム関係のマニュアル（図 1.1）は，当時 MIT
の IPS（Information Processing Services），
Academic and Research Computing Services
で稼働していた Honeywell 6180 システム用
で，新規ユーザー用の MULTICS 入門（Ⅰ,Ⅱ）
とプログラマー用のリファレンス・マニュア
ルである．MULTICS は現在の UNIX 開発の
基となった大型コンピューター用の Time 
Sharing System 用 OS で，“MULTiplexed 
Information and Computing Service”から取
った造語で，元々は MIT と AT&T ベル研究
所，GE（General Electric）の共同研究で開発
された．現在の UNIX はこの一人用の OS＝
UNICS から来ていると言われている． 
 
 図 1.1 Honeywell 社の MULTICS マニュアル(MIT) 
 この他，残したいマニュアルには，海外の 
コンピューター関係では， 
１）A User's Guide to Electronic Mail，by 
Richard A.Schafer and Sara L.Goodman 
(1990.0712) 
２），NETNEWS User's Guide (1990.03) 
などがある． 
 最初の計算機 OKITAC 5090 システム関係
のマニュアルでは，以下を残したい（図 1.2）． 
１）OKI-PAL 解説書 
２）OKITAC 5090 INSTRUCTION MANUAL 
３）OKITAC-5090 OKI SAP by PAPER TAPE 
４）OKITAC-5090 OKI SIP 
 
 図 1.2 OKITAC 5090 命令・言語関係マニュアル 
 この他，当時京都大学基礎物理学研究所に
いた，青木健一先生（AOKI @JPNRIFP）が書
かれた BITNET マニュアルの英語版（How To 
Use BITNET，1989.2），日本語版（BITNET
の使い方，1989.2）なども残したい． 
 OKITAC 以降のマニュアルは資料室に一部
ずつは保管してあり，順次，著作権書をして，
重要なものはアーカイブしておきたい． 
 FACOM 230-45S システム時代のセンター
（CC：Computer Center）作成マニュアル，
それ以降の情報処理センター（CCIS：Center 
for Computer and Information Services），総
合情報処理センター（CNS：Computer and 
Network Services），総合情報基盤センター
（Information Technology Center）作成のマ
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ニュアル（著作権上問題無し）はすべて ITCDA
の Web サイトに掲載している（図 1.3）． 
 
 図 1.3 センター作成・発行のマニュアルの一部  
1.2 残したい記録文書，報告書，提案書類 
 富山大学計算センター設立記録（1965.5）は
貴重な記録であり，全学情報処理教育方法等
の調査研究プロジェクト報告書（1989.3），全
学共通の情報処理教育への提案（1991.12.11）
富山大学五十年史（上下，2002.10）などと共
に，是非アーカイブ入りさせたい（図 1.4）． 
 
図 1.4 センター設立記録，報告書，提案書，年史  
1.3 残したいコンピューター関連カタログ 
 OKITAC 5090 システムなど，コンピュータ
ー・メーカーが作成したカタログもアーカイ
ブ入りさせたい．著作権の問題をクリアでき
れば，Web 上に挙げたい．シャープ COMPET 
CS10-A，VAX-11/780 などのカタログも，歴史
を語る上で不可欠であると考える．（図 1.5）． 
 
図 1.5 OKITAC 5090 とシャープ COMPET，VAX-11/780 
1.4 残したいガイド・案内・冊子 
 歴代の利用の手引き（User's Guide）やセン
ター案内は，センター発展の歴史を記録に残
す上で貴重な資料となるので，できれば年代
毎にアーカイブしたい．次の資料は，センター
利用者ガイドや案内の代表的なものである． 
［利用者ガイド］ 
１）利用の手引き（暫定 1 版）（1974.5） 
２）インターネット利用ガイド［第１版（2001）
~第 6 版（2006）］ 
［センター案内］ 
１）富山大学計算機センター案内（1974.4） 
２）情報処理センター案内（第 5 版 1993.8） 
３）総合情報処理センター案内（第 3.2 版，2000.1） 
４）総合情報基盤センター案内（第 1.0 版，2003.4） 
 
   図 1.6 各時代のセンター案内 
［センター紹介冊子・記念冊子］ 
１）富山大学情報処理センター（1985.3） 
２）富山大学 ATM ネットワーク（NTT,1996.3） 
３）富山大学総合情報処理センター竣工記念（1998.3） 
４）RS/6000 導入事例（日本 IBM，1998.3） 
５）富山大学ギガビット・ネットワーク・システム（2001.5） 
６）富山大学総合情報基盤センタ （ー2003.4） 
７）富山大学総合情報基盤センタ （ー2015.4） 
８）富山大学総合情報基盤センタ （ー2016.1） 
 
 図 1.7 各センターとネットワーク紹介パンフ 
 
［冊子類］ 
１）FACOM 222（1962.4） 
２）CDC PLATO 教育訓練システム（1985） 
３）電子社会への誘い（FITNET，2000.4） 
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1.5 残したいテキスト類 
１）情報処理科目テキスト（富山大学情報処理
教育研究会編：1993~2014：22 冊，図 1.8） 
 
  図 1.8 各年発行の情報処理科目テキスト 
２）富山大学リカレント学習コース・テキスト 
（センター作成，1992~1996：4 冊，図 1.9） 
2.1）ビジネスマンのための情報科学（1992） 
2.2）オフィス･ワーカーのための経営科学（1993） 
2.3）企画スタッフのための経営システム科学（1994） 
2.4）インターネット･ワールドへの情報発進 
－WWW コンテンツ作成の基礎技術－（1996） 
 
   図 1.9 リカレント各週コース・テキスト 
３）公開講座等テキスト（センター作成） 
 公開講座を始め，夢大学や 14 歳の挑戦など
で作成したテキストも，膨大な数があり，結構
有用なものが多い（図 1.10）． 
１）夢大学 in TOYAMA 体験入学“君は円周
率をどこまで正確に求められるか？and コン
ピューターの世界を探検してみよう．”
（1999.9） 
２）ペイントの使い方（2001.9，P.1） 
３）写真集を作ってみよう！（2005.6） 
４）Yahoo!検索の使い方（2006.6） 
 
   図 1.10 公開講座等で使用したテキスト 
1.6 残したい海外の大学リーフレット・ニュース類 
１）Introduction to Software & Services 
 Computing Centre University of Waterloo， 
 Ontario，Canada，Fall 1977. 
２ ） THE BULLETIN ， The IPS ARCS 
Newsletter, MIT, Information Processing 
Services, Cambridge, MA, SEP-OCT 1979. 
３）CCIS NEWSLETTER, CENTER FOR 
COMPUTER AND INFORMATION SER-
VICES, RUTGERS -- The State University of 
New Jersey, Jan-Mar, 1986 
４）Welcome to ATHENA（MIT 1996-1997) 
 
 図 1.11 海外の大学の Leaflets，Newsletter 
1.7 残したい雑誌・新聞の切り抜き記事 
 雑誌や新聞の特集記事で，後世に伝えたい
ものも多々あり，著作権処理をしてでも，掲載
したいものが多々ある． 
１）Internet Magazine：村井純（日本のイン
ターネットの父，2005.5） 
２）Internet Magazine：ロバート・カーン（ヴ
ィントン・サーフと共にインターネットのデ
ータ転送技術の基盤となっている TCP/IP プ
ロトコルの開発者，2005.4） 
３）Internet Magazine：ティム・バーナーズ・
リー（WWW の開発者，2005.9） 
４）日経新聞の「私の履歴書」：ルイス･ガース
ナー（元米 IBM 会長，2002.10） 
1.8 残したい各大学等での講演資料（PPT） 
 筆者が各大学や地域の集まりで，講演した
OHP や PPT スライドが多々あり，一部はホ
ームページにも掲載されているが，定年に伴
いホームページも消滅するので，できるだけ
アーカイブ入りをさせたい．また，児童クラブ
連合会での講演も毎年続いており，これも残
したい資料の一部である 
１）今，私達はインターネットをどう使うか
（砺波働く婦人の家，2003.7） 
２）効果的プレゼンテーション技術（富山地方
気象台，20013.12） 
３）子供を取り巻く有害情報環境（呉羽少年自
然の家，2008.11） 
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４）児童クラブ活動の啓発とインターネット
の活用（サンシップとやま，児童クラブ連合会，
2010.10～2012.11） 
５）最近のインターネット事情とその活用に
ついて（児童クラブ連合会，2013.9～2015.9） 
 
２．後世に残したい写真・映像 
2.1 残したい写真 
歴史を語ってくれるセンター建物や計算機
システム，記念式典，PC，PC のソフトウェア
を供給したケースやマニュアルの写真などは，
Web 上で何時でも閲覧できるように，キャプ
ション付きで掲載したい．映像もしかりであ
るが，アーカイブ用のサーバーに大容量の記
憶装置が必要で，せいぜい 30 秒程度の小さい
ビデオ映像で，サイズも（480×320～270）程
度なら，掲載が可能になるかも知れない． 
 
 写真 2.1 計算センター，大学，計算機センター 
 
 写真 2.2 計算機センター，情報処理センタ （ー右）， 
 総合情報処理センター（下）の建物変遷 
３．後世に残したいソフトウェア 
 本学では，メインフレーム・システム時代に，
数値計算・統計計算などの FORTRAN サブル
ーチン・ライブラリの整備を進めてきた． 
 名古屋大学の二宮市三先生等が開発した
NUMPAC（Nagoya University Mathematical 
PACkage）を公式に譲渡移植し，その後，市販
の IMSL（International Mathematics and 
Statistics Library）や，Open 版の LINPACK 
（連立方程式），EISPACK（固有値・固有ベク
トル）ライブラリ， IBM 社の SLMATH
（Subroutine Libraries for MATHematics：
数学ライブラリ），同じく IBM の ACRITH
（ high-ACcuracy aRITHmetic subroutine 
library：高精度演算ライブラリ），更に画像処
理関係のサブルーチン・ライブラリ SLIP
（Subroutine Library for Image Processing）， 
SPIDER （ Subroutine Package for Image 
Data Enhancement and Reconition）と，本学
のセンターで開発・収集した C-SSL2（Center 
Science Subroutine LibraryⅡ）の，それぞれ
FORTRAN のソース・コードの形で保存され
ている．NUMPAC には，丁寧な使用手引きが
ついており，IMSL には英語版のマニュアルが
付いている． 
 これらのソフトウェア（FORTRAN サブル
ーチン・ライブラリ）を，後世に伝えたいと考
えている．人類の財産なのだから． 
 附属図書館の本館には，米国計算機学会
ACM 発行の COLLECTED ALGORITHMS 
FROM ACM という「数値計算アルゴリズムと
ソース・プログラムの分厚い冊子」2 冊と
Microfiche 版のバインダーがあるので，併せ
て参考にされたい．国内では極めて貴重な資
料であるが，我がセンターで長年購入してき
た資料であることを申し添えたい． 
 この他，東大から移植した方言調査パッケ
ージ GLAPS や小柳義夫さんから移植した最
小二乗法標準プログラム SALS なども，後世
に残したいと思う． 
４．後世に残したいハードウェア 
 本センターの標本室には，まだ動作する PC
や WS があるので，これらの PC（TRS-80 や
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IBM Personal System 5551-S09，写真 4.1）
は，電源を接続して，何時でも動作する様に整
備しておきたい． 
 
   写真 4.1 TRS-80 と IBM 5551-S09 
 標本室には，OKITAC のコア・メモリやコ
ンソール等の部品（写真 4.2）や XY プロター，
Token Ring や Ethernet のネットワーク機器，
ワープロや SOBAX 等の古典的な電卓など，
貴重な遺産が多々あるので，大切の後継者に
伝えてって欲しいと思う． 
 
写真 4.2 OKITAC 5090-C のコア･メモリ（左上）他 
 
５．残したい Web Page 
 さて，大学やセンターのホームページであ
るが，Web データを保存しておきたい．なお，
Internet Archive の WayBack Machine から，
直接 URL＝［http://www.toyama-u.ac.jp/］を
入力し，［BROWSE HISTORY］をクリックす
ると，アーカイブされている年月日がカレン
ダー上に表示されるので，その日付のボタン
を Click し，Web Page を表示できる（図 5.1）． 
 
図 5.1 Internet Archive の WayBack Machine の利用 
６．後世に残したい ITC Way 
 この伝統とか気質，所謂 ITC Way が一番残
しにくいのであるが，「地方大学は如何に生き
るべきか」を考え，不屈の根性を持って，忍耐
強く「努力する」より，他の方法はないと，筆
者は思う． 
 
７．残したい電子書籍 
 本学最初の eBook は，筆者のところでアル
バイトをしていた数学科の渡辺恵司君が最初
で，STANZA 上に小説を作ってくれた．それ
に刺激されて，筆者が長年に亘って増補して
きた，「コンピューターとネットワーク技術の
歴史」という冊子を．年々改訂しながら増補し
てきた．2013 年に InDesign を使って電子版
（EPUB 形式）を試み，コンピューターの歴史
を，映像で見ることができる．是非これもアー
カイブ入りをさせたい（図 7.1）． 
 
 図 7.1 筆者が作成した冊子とその eBook 
 
８．むすび 
何度も書いているが，“ITC Digital Archives”
という電子保管庫は，“University of Toyama 
Digital Archives”として拡充・発展させ，歴史的
遺産を後世に伝えるために，引き継いでいって欲
しい[２]．後継者には筆者の好きな格言を送ろう． 
“O God, give us serenity to accept what 
cannot be changed, courage to change what 
should be changed, and wisdom to distin-
guish the one from the other.” 
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